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活
断
層
疑
惑
。
初
の
原
発
震
災

を
引
き
起
こ
し
た
中
越
沖
地
震

は
疑
惑
を
再
燃
さ
せ
た
。
東
電

は
五
日
、
地
震
後
の
海
域
調
査

を
踏
ま
え
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の

設
置
許
可
申
請
時
の
評
価
を
覆

し
て
活
断
層
と
認
め
た
。
同
時

に
、
二
〇
〇
三
年
に
は
原
発
周

辺
の
海
底
に
活
断
層
の
疑
い
が

あ
る
断
層
七
本
の
存
在
を
把
握

し
な
が
ら
公
表
せ
ず
、
隠
ぺ
い

体
質
を
露
呈
し
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
反
対
地
元
三

団
体
の
佐
藤
正
澤
霙
こ
は

「立

地
場
所
を
決
め
て
か
ら
東
電
が

地
盤
を
調
べ
る
。
途
中
で
地
盤

の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
も
後

戻
り
せ
ず
に
安
全
審
査
は
進
ん

だ
」
と
国

へ
の
不
信
感
を
語
る
。

「
１
号
炉
真
下
に
断
層
　
新

の
時
期
を
境
に
反
対
派
と
東
電

と
の
間
で
建
設
予
定
地
の
地
盤

論
争
が

一
気
に
熱
を
帯
び
た
。

「角
栄
の
地
盤
だ
」

原
発
誘
致
を
実
現
し
た
柏
崎

市
長

・
小
林
治
助

（故
人
）
は

苦
況
に
立
た
さ
れ
る
。
自
宅
に

は
脅
迫
電
話
も
掛
か

っ
て
き

た
。
小
林
の
長
男
正
明
霙
じ
＝

後
に
治
助
に
改
名
＝
は

「
お
や

じ
は

『
（
誘
致
に
動
い
た
）
選

択
が
本
当
に
正
し
か

つ
た

の

か
。
こ
れ
だ
け
説
明
し
て
な
ぜ

潟
大
教
授
が
判
定
」
「
東
電
側

は
確
認
せ
ず
」

東
電
が
柏
崎

原
発
建
設
の
用
地
買
収
を
ほ
ぼ

終
え
よ
う
と
し
て
い
た

一
九
七

四
年
八
月
、
本
紙
は
社
会
面
ト

ッ
プ
で
報
じ
た
。
六
九
年
の
誘

致
決
議
と
相
前
後
し
て
各
地
に

反
対
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
た

地
元
に
は
衝
撃
が
走

っ
た
。
こ

主
張
。
後
に
活
断
層
の
存
在
を

指
摘
し
た
。
現
在
、
最
高
裁
で

係
争
中
の
１
号
機
設
置
許
可
取

り
消
し
訴
訟
に
発
展
す
る
。

柏
崎
刈
羽
は
、
東
電
が
自
ら

原
発
用
地
買
収
に
当
た
る
初
の

ヶ
ｌ
ス
と
な

っ
た
ｏ
県
が
用
地

買
収
を
担

っ
た
福
島
原
発
と
は

事
情
が
異
な
る
。
そ
こ
に
地
盤

論
争
と
い
う
新
た
な
重
圧
が
加

わ
り
、
買
収
に
七
年
の
歳
月
を

費
や
し
た
ｏ

ｌ
号
機
訴
訟
の

一
審
で
原
告

団
長
を
務
め
た
元
県
議
の
田
辺

理
解
さ
れ
な
い
の
か
』
と
苦
悩

し
て
い
た
。
日
に
は
し
な
い
が

，

後
ろ
姿
を
見
れ
ば
分
か

っ
た
」

と
父
の
心
情
を
代
弁
し
た
。

柏
崎
原
発
反
対
同
盟

（
七
〇

年
結
成
）
な
ど
は
新
潟
大
学
教

授
ら
の
協
力
を
得
て
、
地
盤
調

査
に
乗
り
出
し
、
原
発
敷
地
の

「地
盤
は
劣
悪
」
と
早
く
か
ら

も
処
理
で
き
る
。支
障
は
な
い
」

と
の
見
解
を
発
表
。
東
電
は
、

一
カ
月
後
に
よ
う
や
く
国
に
設

置
許
可
申
請
を
し
た
。

小
林
自
身
に
地
盤

へ
の
不
安

は
な
か

っ
た
の
か
。
長
男
正
明

は

「
父
億
孤
立
無
援
の
中
で
頑

張
り
通
し
た
。
実
際
、
ぐ
ら
ぐ

ら
し
た
と
き
も
な
か

っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
説
明
す
れ
ば
分
か

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
市
民

合
意
を
重
視
し
た
」
と
話
す
。

柏
崎
商
工
会
議
所
の
前
専
務

理
事

。
内
藤
信
寛
実
し
も

「
反

角
栄
の
地
盤
だ
か
ら
反
対
運
動

は
ひ
ど
く
な
ら
な
い
と
思

っ
た

の
だ
ろ
う
」
と
振
り
返
る
。

県
に
判
断
求
め
る

七
四
年
十

一
月
、
小
林
は

一

つ
の
決
断
を
す
る
。
住
民
の
地

盤
に
対
す
る
不
安
に
応
え
、
国

へ
の
設
置
許
可
申
請
の
手
続
き

に
待

っ
た
を
か
け
た
ｏ
東
電
に

申
請
保
留
を
申
し
入
れ
、
第
二

者
の
県
に
地
盤
問
題
の
判
断
を

求
め
た
。
県
は
翌
七
五
年
二
月
、

「
小
断
層
は
あ
る
が
工
学
的
に

貧
し
は
、
県
に
見
解
を
求
め
た

小
林
の
判
断
に
は
複
雑
な
思
い

が
あ
る
。
「
市
で
は
判
断
で
き

ず
、
県
に
調
査
を
預
け
た
。
わ

れ
わ
れ
は
地
盤
の
弱
さ
は
想
定

済
み
だ

っ
た
ｏ
中
越
沖
地
震
の

揺
れ
を
想
定
外
と
言
う
東
電
に

原
発
を
造
る
資
格
は
な
か

っ
た

の
だ
」
と
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

市
民
の
合
意
形
成
に
苦
し
ん

だ
小
林
は
七
五
年
に
四
選
を
果

た
す
が
、
そ
の
後
体
調
を
崩
し
、

七
九
年
八
月
、
市
長
退
任
か
ら

わ
ず
か
四
カ
月
後
に
こ
の
世
を

く
の
浜
辺
で
開
催
さ
れ
た
反
対

派
の
大
集
会
。
原
発
敷
地
周
辺

の
活
断
層
の
存
在
を
め
ぐ
り
、

東
電
と
国
を
相
手
に
し
た
激
し

い
地
盤
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
＝
１
９
７
４
年
７
月
、
柏
崎

市
荒
浜

対
派
に
も
必
ず
面
会
し
た
人
ｃ

市
長
の
心
身
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
ｃ

一
方
、
反
対
同
盟
元
代
表
で

小
林
と
の
交
渉
で
も
先
頭
に
立

っ
た
元
柏
崎
市
議

。
芳
川
広

一
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去

っ
た
。

世
界
最
大
級
の
柏
崎
刈
羽
原

発
に
初
め
て
大
き
な
震
災
を
引

き
起
こ
し
た
中
越
沖
地
震
は
、

国
の
安
全
審
査
へ
の
信
頼
性
を

根
底
か
ら
覆
し
、
「
廃
炉
論

一

ま
で
出
て
い
る
。そ
の
激
震
は
、

原
発
直
下
の
活
断
層
を
あ
ぶ
り

警一一一れ・

任
。（神躍
紳
師
課一瑶
側

嚇集理を大一【毒嬢かけ）

原
発
」
の
存

しヽ12版
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国
の
審
査
に
不
信
廃
炉
論
も

一
＝
お
わ
り
＝

一◇

次
回
シ
リ
■
ズ
は

一
月

一
日

付
か
ら

一
原
発
の
安
全
審
査
」

を
テ
ー
マ
に
掲
載
し
ま
す
ｏ


